
役場からの
インフォメーション

便利でお得なコンビニ交付をご利用ください
問�住民課�住民係　☎�932-1467（ダイヤルイン）　☎�932-1151（内線108）

県民スポーツ大会（夏季・水泳競技）選手募集のお知らせ
問�社会教育課�スポーツ推進係　☎�934-0030（ダイヤルイン）　☎�932-1151（内線604）

　昨年まで７月末に郡民スポーツ大会を実施し、同時に県民スポーツ大会の選手募集も行なっていましたが、今年は郡民
スポーツ大会の日程が11月9日（日）に変更となりましたので、郡民スポーツ大会とは別に、下記のとおり県民スポーツ大会
の出場選手を募集します。

▶�利用可能時間
 6時30分から23時まで（メンテナンス日を除く）
▶�利用可能な場所
  全国のコンビニなど、証明書コンビニ交付対応のキオ

スク端末（マルチコピー機）設置店舗
▶�発行できる証明書の種類
 ◦住民票の写し　◦印鑑登録証明書
 ◦戸籍全部（個人）事項証明書　◦戸籍の附票の写し
▶�取得できるもの
 ◦マイナンバー記載の住民票
 ◦同一世帯の人の住民票
 ◦同一戸籍の人の戸籍証明書

▶�必要なもの
 ◦顔写真付きのマイナンバーカード
 ◦4桁の暗証番号（利用者証明用電子証明書）
▶�手続き方法
  店舗に設置されているキオスク端末（マルチコピー機）の

画面に表示されている「行政サービス」ボタンを押すと利
用が開始されます。

▶�申込方法　 アザレアホール須恵　窓口で申し込み 
（須恵町大字上須恵1180-1） 
（8時30分～17時15分、土日祝日を除く）

▶�申込締切日　6月13日（金）

本籍地利用登録
申請について

コンビニ交付の
エラーメッセージ

簡単！
面倒な

申請書が
不要

便利！
6時30分～
23時まで

※メンテナンス日を除く

お得！
窓口より
100円お得
※戸籍証明書を除く

LINEで道路の異状を通報できます！
問 道路異状の報告について
　�都市整備課�事業係　　　　☎�932-1450（ダイヤルイン）　☎�932-1151（内線225、228）
　�須恵町公式LINEについて
　�まちづくり課�広聴広報係　☎�932-1153（ダイヤルイン）　☎�932-1151（内線342）

　道路の穴ぼこ、路肩の崩壊などの道
路損傷、落下物や路面の汚れなど、道路
の異状をLINEアプリから24時間通報す
ることができます。LINEアプリでの通
報は、国土交通省の公式アカウント（国
土交通省道路緊急ダイヤル（#9910））
を友だち追加することで利用できます。
通報は右記の手順で、須恵町LINE公式
アカウントからも行えます。

STEP1
「損傷報告」をタップ

STEP2 
「LINEアイコン」

をタップ STEP3 
友だち追加後

「トーク」をタップ

STEP4
こちらの画面から
通報ができます！

▶�大会日時　8月17日（日）
▶�場　　所　 北九州市八幡東区桃園3丁目1-6 

桃園市民プール　長水路（50ｍ）
▶�種　　目　 50ｍ自由形、平泳ぎ、バタフライ、背泳ぎ

のうち希望する一種目のみ
▶�募集資格　 少年の部　小学生～高校生の男女 

（ただし、参加標準記録を超えたもの）
　 　　　　　 成人の部　18歳以上の男女
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今
号
は
、
4
月
8
日（
火
）に

開
催
し
た
須
恵
町
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
連
合
会（
以
下
、
若
杉
ク
ラ

ブ
）の
令
和
6
年
度
定
期
総
会
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
詳
細
は
、

若
杉
ク
ラ
ブ
広
報
誌「
老
倶
た
よ

り
第
2
9
7
号（
5
月
号
）」に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
総
会
は
、
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル

須
恵
大
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
来

賓
と
し
て
、
須
恵
町
長
の
平
松 

秀
一
さ
ま
、
須
恵
町
議
会
議
長

の
松
山 

力
弥
さ
ま
、須
恵
町
社

会
福
祉
協
議
会
会
長
の
三
⻆ 

良

人
さ
ま
、
他
2
人
に
ご
臨
席
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
議
事

に
入
る
前
に
、
長
寿
者
15
人
な

ら
び
に
金
婚
者
2
人
へ
の
記
念

品
の
贈
呈
、
そ
し
て
、
会
員
被

表
彰
者
と
会
員
増
強
運
動
被
表

彰
単
位
ク
ラ
ブ
へ
の
表
彰
式
を

行
い
ま
し
た
。
受
賞
者
に
は
出

席
者
か
ら
盛
大
な
拍
手
が
贈
ら

れ
、
受
賞
し
た
皆
さ
ん
は
大
変

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
総
会
に
諮は

か

ら
れ
た
議
案
は
、

報
告
事
項
2
議
案
な
ら
び
に
提

案
事
項
3
議
案
で
す
。
こ
れ
ら

の
議
案
は
、議
長
の
吉
松 

信
昭

さ
ん
の
議
事
進
行
で
進
め
ら
れ

ま
し
た
。
議
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　
第
1
号
議
案「
令
和
6
年
度

事
業
報
告
」で
は
、「
超
高
齢
社

会
が
進
行
す
る
中
、
若
杉
ク
ラ

ブ
は
健
康
や
福
祉
な
ど
社
会
の

要
請
に
応
え
る
こ
と
が
責
務
で

あ
る
」と
の
考
え
方
を
基
本
と

し
た
活
動
の
成
果
を
、辻 

桂
子

副
会
長
兼
女
性
部
長
が
報
告
し

ま
し
た
。
ま
た
、
第
2
号
議
案

「
令
和
6
年
度
決
算
報
告
」で
は
、

川
上 

正
俊
副
会
長
兼
会
計
が

報
告
し
、監
査
報
告
は
井
上 

仁

監
査
委
員
が
報
告
し
、
い
ず
れ

の
議
案
も
議
決
の
結
果
、
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
提
案
事
項
の
第
3
号
議
案

「
会
則
の
一
部
改
正
案
」に
つ
い

て
は
、修
正
案
が
提
案
さ
れ
、別

途
再
提
案
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
川
上 

正
俊
副
会
長
兼
会

計
が
、第
4
号
議
案「
令
和
7
年

度
事
業
計
画
案
」は
、
辻 

桂
子

副
会
長
兼
女
性
部
長
が
、ま
た
、

第
5
号
議
案「
令
和
7
年
度
予

算
案
」は
、
川
上 

正
俊
副
会
長

兼
会
計
が
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
ま

し
た
。
い
ず
れ
の
議
案
も
議
決

の
結
果
、
全
て
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
の
後
は
、
次
期
監
査
委

員
の
選
出
、
退
任
役
員
へ
の
感

謝
状
と
記
念
品
の
贈
呈
、
一
円

玉
募
金
報
告
と
続
き
、駒
山 

悦

章
副
会
長
兼
研
修
部
会
長
の
閉

会
の
こ
と
ば
で
、
約
2
時
間
に

わ
た
る
総
会
は
盛せ

い

会か
い

裡り

に
終
わ

り
ま
し
た
。
な
お
、
ご
多
用
の

中
、
出
席
い
た
だ
い
た
１
７
６

人
の
皆
さ
ま
に
は
厚
く
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

若
杉
ク
ラ
ブ
行
事
予
定

糟
屋
郡
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

若
杉
ク
ラ
ブ
予
選
会

▼	

日
　
時
　

5
月
26
日（
月
）

	

　
　
　
　

9
時
～
12
時

	

※ 

雨
天
の
場
合
は
6
月
2
日

（
月
）に
延
期
と
な
り
ま
す
。

▼	

会
　
場
　
須
恵
町
健
康
広
場

　
若
杉
ク
ラ
ブ
は
、「
の
ば
そ
う
！ 

健
康
寿
命
、担
お
う
！ 

地
域
づ

く
り
を
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
多

く
の
仲
間
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
入
会
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　
な
お
、未
加
入
の
人
は
、若
杉

ク
ラ
ブ
や
単
位
ク
ラ
ブ
の
行
事

へ
の
体
験
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。

若
杉
ク
ラ
ブ
の
加
入
や
体
験
参

加
を
希
望
す
る
人
は
、地
域
の
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
長
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

問	

若
杉
ク
ラ
ブ
事
務
所

	

（
須
恵
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

	

☎ 

9
3
3・2
1
6
0

初
桜
歓
声
あ
げ
て
子
ら
駈か

く
る�

�

松
永
　
唯
道

さ
く
ら
さ
く
ら
出
口
が
わ
か
ら
な
く
な
り
し�

�

伊
東
　
佳
世

朧
夜
や
古こ

今き
ん

の
和う

た歌
を
低
吟
す�
�

樋
口
　
京
子

（
長
府
四
王
司
山
頂
よ
り
）

晋
作
も
見
む
た
ひ
ら
か
に
海
朧�

�

八
尋
　
風
華

父
の
街
桜
に
埋
ま
る
港
町�

�

平
野
　
文
子

山
桜
守
り
て
古
ぶ
五
穀
神�

�

今
村
　
素
瓶

ふ
ら
こ
こ
や
吾あ

こ子
に
せ
が
ま
れ
二
人
乗
り�

�

片
渕
は
つ
み

進
学
の
孫
の
背
に
舞
ふ
桜
か
な�

�

今
村
　
浄
子

無
事
祈
る
う
ぶ
す
な
の
峰
春
霞�

�

吉
松
　
義
廣

悲
し
み
を
連
れ
て
来
た
り
し
桜
か
な�

�
諸
永
　
素
子

鞦
韆
や
海
に
向
か
ひ
て
一
人
漕
ぐ�

�

本
多
　
み
な
え

大
空
に
た
だ
ひ
た
す
ら
に
桜
咲
く�

�

上
田
　
繭
結

桜
鯛
花
咲
く
如
し
祝
ひ
膳�

�

千
成
　
恵
子

毎
月
第
１
水
曜
日
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
須
恵
で
句
会
。

初
心
者
大
歓
迎
。（
松
永
　
☎
９
３
２・３
５
１
７
）

う
ぶ
す
な
句
会
会
員
募
集

俳
句
俳
句�

「
初
桜
・
さ
く
ら
・
山
桜
・
桜
鯛
・
朧
夜
・
海
朧
・
ふ
ら
こ
こ
・
鞦

し
ゅ
う
せ
ん韆

・
春
霞
」��

う
ぶ
す
な
句
会

す
り
ガ
ラ
ス
向
こ
う
の
側
に
あ
る
ド
ラ
マ�

�

カ
ト
レ
ヤ

廃
校
に
立
て
ば
こ
ぼ
れ
る
童
歌�

�

杉
原
　
満
月

口
げ
ん
か
言
っ
た
言
わ
ん
の
く
り
返
し�

�

上
田
　
多
門

「
貸
し
た
よ
ね
」
借
り
た
記
憶
は
無
い
と
言
う�

�

山
本
　
む
つ

あ
い
ま
い
な
記
憶
が
謎
を
深
く
す
る�

�

小
林
　
淑
子

罅ひ
び

は
し
る
丸
暗
記
し
た
褒
め
言
葉�

�

長
﨑
　
瑞
竹

戻
り
梅
雨
母
の
記
憶
の
あ
る
と
こ
ろ�

�

遠
藤
よ
り
子

手
刀
で
ご
っ
つ
あ
ん
で
す
と
勝
ち
名
乗
り�

�

木
村
　
文
福

切
替
え
て
あ
と
は
朧
の
ラ
フ
モ
ー
ド�

�

と
が
み
か
つ
す
け

冗
談
に
切
る
な
そ
の
綱
命
綱�

�

泉
ス
イ
ゲ
ン

切
ら
れ
て
も
恨
む
こ
と
な
く
花
は
咲
く�

�

上
原
　
ふ
み

四
年
切
る
娘
と
酒
を
飲
む
日
ま
で�

�

渡
辺
　
閑
牛

切
る
縁
も
切
れ
て
く
縁
も
運さ

だ

め命
で
す�

�

安
原
美
智
子

花
鋏
花
の
急
所
を
知
っ
て
い
る�

�

池
田
　
茂
代

天
駆
け
る
無
実
の
凧
は
糸
を
切
る�

�

早
瀬
　
楽
包

川
柳
川
柳��

夢
現
代

「
川
柳
夢
現
代
」六
月
例
会
の
ご
案
内

　
６
月
７
日（
土
）　
13
時
30
分
か
ら
、ア
ザ
レ
ア
ホ
ー

ル
須
恵
研
修
室
で
例
会
を
開
き
ま
す
。
今
回
の
お
題
は
、

　
◦
互
選「
ゲ
ー
ム
」一
句

　
◦
宿
題「
煙
」「
消
す
」各
三
句

と
な
っ
て
い
ま
す
。

出
席
で
き
な
い
時
は
、投
句
の
み
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

初
心
者
も
大
歓
迎
！
　
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問 

夢
現
代
　
早
瀬
　
☎
９
３
３・１
５
８
８

若杉クラブだより

須恵町シニアクラブ連合会
会長　藤 英寿

藤会長と辻副会長から
記念品を受取る長寿者の皆さん
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